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ふるさと納税寄附者へ「美浜ふるさとパック」を発送しました。

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
知
識

や
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
町
の
将
来

を
み
ん
な
で
考
え
、
住
民
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
今
後

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
19
年

10
月
に
「
美
浜
町
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
検
討
委
員
会
」(

委
員
長･

川
本
義
海 

福
井
大
学
大
学
院
准
教
授)

を
設
置
し

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方

針
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

﹁
美
浜
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方
針
﹂
が

町
長
に
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
7
月
23
日
に
は
、
町
へ

の
中
間
報
告
会
（
今
年
の
広
報
10
月

号
で
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
）
も
開

催
さ
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
更
に
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の

成
果
が
「
美
浜
町
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
基
本
方
針
」
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
11
月
6
日
に
検
討
委
員
会
か

ら
町
長
に
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
提
言
さ
れ
た
推
進
基
本
方
針

の
冊
子
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
お
り
、
役
場
1
階
町
民
プ
ラ

ザ
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
協
働
に

つ
い
て
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
「
美
浜
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
基
本
方
針
」
の
内
容

に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

町
村
の
事
務
を
執
る
所
の
こ
と
で
、
職
員

が
仕
事
を
す
る
場
所
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
の
基
本
方
針
で
は
、
一
般
に
住
民
の
皆
さ

ん
が
よ
く
使
わ
れ
る
と
こ
ろ
の「
役
場
」の
意

味
に
近
い「
美
浜
町
の
行
政
全
体
」を
指
す
も

の
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課
（
担
当
・
上
野
）

T
E
L
32
‐
６
７
０
１

F
A
X
32
‐
１
１
１
５

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikaku
-seisaku

@
to

w
n
.fu

ku
i-

　

m
ih

am
a.lg.jp

美
浜
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
基
本
方
針

③
住
民
と
役
場
は
、
役
割
分
担
を
明

　

ら
か
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

　

る
課
題
や
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　

使
命
感
を
持
ち
、
協
働
し
ま
す
。

②
住
民
と
役
場
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

　

つ
い
て
価
値
観
を
共
有
し
、
意
識

　

改
革
と
自
己
啓
発
に
努
め
「
協

　

学
」
し
ま
す
。

①
住
民
と
役
場
は
、
情
報
の
共
有
を

　

推
進
し
、
信
頼
さ
れ
る
よ
き
パ
ー

　

ト
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

提
言
に
至
る
ま
で
の
経
緯

△山口町長に提言書を手渡す川本委員長

　

よ
り
詳
し
い
基
本
方
針
に

　

つ
い
て

※「
役
場
」っ
て

ど
う
い
う
意
味
？

ふるさと納税寄附者へ「美浜ふるさとパック」を発送しました。
　町では、今年 5 月にスタートしたふるさと納税により
ご寄附をいただいた方々に対し、美浜の特産品へしこ
1 本と美浜産米 4 ㎏を詰めた「美浜ふるさとパック」を
発送しました。
　町には、これまでに 21 人の方々から総額 925,000 円
の寄附が寄せられています。
　皆様からご寄附いただいた大切なお金は、町の発展の
ために有効に活用させていただきます。美浜に生まれ育ち、
美浜にゆかりのある方々、ぜひこのふるさと納税制度を
利用して美浜町を応援してください。

▽寄附者に発送した「美浜ふるさとパック」

※お問い合わせ先
　町企画政策課(担当･山本) ☎３２‐6701
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(早瀬出身)

川瀬 仁司 氏
東京美浜会 会長

「
東
京
美
浜
会
」の
総
会･

20
周
年
記
念
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

美
浜
町
出
身
で
現
在
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
で
構
成
さ
れ
る

　

10
月
18
日
に
東
京
都
内
で
、

東
京
美
浜
会(
会
員
数
１
１
８
人)

の
平
成
20
年
度
総
会
並
び
に
20
周

年
記
念
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
35
人
の
会
員
が
参

加
さ
れ
、
会
員
の
近
況
報
告
の
ほ

か
に
、
規
約
の
一
部
改
正
や
親
睦

行
事
の
開
催
、
記
念
会
報
紙
の
発

行
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提

案
さ
れ
、
今
後
の
事
業
計
画
と
し

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と

中
村
議
長
が
、
町
の
現
状
を
報

告
。
山
口
町
長
は
、
今
年
5
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
つ
い
て
説
明
し
「
ふ
る
さ
と

美
浜
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
会
の
設
立
20
年
目

を
記
念
し
て「
ふ
る
さ
と
美
浜
う

ま
い
も
ん
大
抽
選
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、

　

東
京
美
浜
会
は
、
今
を
去
る
平
成
元
年
7
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
年
1
回
郷
里
美
浜
か
ら
町

長･

議
長･

町
関
係
者
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
な

が
ら
懇
親
総
会
を
重
ね
、
故
郷
と
の
間
に
強
い
絆
を
育

ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
9
年
の
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
に
よ
る
重

油
流
出
事
故
等
が
あ
り
、
本
会
会
員
も
郷
里
の
方
々
と

共
に
こ
れ
を
痛
み
、
海
岸
の
回
復
に
義
援
金
の
供
出
と

い
う
形
で
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
8
月
に
は
、
町
の
町
制
施
行
五
十
周
年

企
画
に
よ
る
「
美
浜
里
帰
り
同
窓
会
」
が
行
わ
れ
、
関

東･

関
西
か
ら
約
80
人
の
会
員
が
参
加
し
、
楽
し
い
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
土
壌
内
で
幼
時
期

を
過
ご
し
た
想
い
の
中
で
交
流
が
な
さ
れ
、
集
う
人
々

の
心
に
癒
し
と
温
か
み
を
持
た
せ
る
会
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
会
は
理
性
の
も
の
で
は
な
く
情

の
会
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
人
間
に
と
っ
て
最
も
大
切

な
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
会
が
20
年
目
を
迎
え
、
私
は
つ
く
づ
く

と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
歩
み
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

「
東
京
美
浜
会
」設
立
20
年
目
を
迎
え
て

抽
選
で
当
た
っ
た
特
産
品
を
手
に

故
郷
の
思
い
出
や
そ
れ
ぞ
れ
の
近

況
を
話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
美
浜
町
出
身
で
、

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

本
人
を
は
じ
め
、
ご
親
戚
や
ご
友

人
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

･

東
京
美
浜
会 

会
長 

川
瀬 

仁
司 

氏

　

☎
03
‐
３
２
７
５
‐
１
２
８
８

･

町
企
画
政
策
課(

担
当･

西
村)

　

☎
０
７
７
０
‐
32
‐
６
７
０
１

新庄のさつまいもを手渡す山口町長

抽選会の景品となった美浜の特産品
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美
浜
と
若
狭
の
両
町
に
ま
た
が
る
三

方
五
湖
は
、
若
狭
湾
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
に
感
動
を
与
え

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
11
月
に
は
、
国

際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
あ
る
久
々
子
湖
と
日
向
湖

は
、
昔
か
ら
漁
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
遊
泳
や
釣
り
な
ど
、
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
生
活
環
境
の
変
化

や
護
岸
整
備
な
ど
に
よ
り
、
湖
に
生
息

す
る
動
植
物
の
生
態
系
は
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、
水
質
汚
濁
や
ヘ
ド
ロ
の
堆
積

な
ど
自
然
環
境
の
悪
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◇
貴
重
な
自
然
財
産

 

「
三
方
五
湖
」

美浜の環境シリーズ ⑤

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
田
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
３

美
し
い
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に･･･

○
湖
の
現
状
と
課
題

・
C
O
D(

汚
れ
の
度
合
い)

　
　

 

4
㎎
／
ℓ
（
基
準
値
6
㎎
／
ℓ
）

・
全
窒
素　

0.5
㎎
／
ℓ

　
　
　
　

 

（
基
準
値
0.6
㎎
／
ℓ
）

・
全
リ
ン　

０
．０
２
㎎
／
ℓ

　
　
　
　

 

（
基
準
値
０
．０
５
㎎
／
ℓ
）

※
日
向
湖(

海
水)

を
除
く
４
湖(

久
々

　

子
湖･

菅
湖･

水
月
湖･

三
方
湖)

の
中

　

で
は
最
も
美
し
く
、
環
境
基
準
値

　

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

○
久
々
子
湖
の
水
質

・
合
成
洗
剤
使
用
に
よ
る
家
庭
排
水

　

の
流
入

・
化
学
肥
料
や
農
薬
使
用
に
よ
る
農

　

業
排
水
の
流
入

・
護
岸
整
備
な
ど
に
よ
る
水
質
浄
化

　

植
物(

ヨ
シ
等)

の
減
少

・
流
入
河
川
や
湖
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ

　

捨
て　

等

※
湖
の
富
栄
養
化
が
汚
濁
の
大
き
な

　

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
湖
の
汚
濁
の
原
因

・
ナ
ガ
ブ
ナ
や
ハ
ス(

コ
イ
科･

県
の
絶

　

滅
危
惧
種)

が
最
近
見
ら
れ
な
く

　

な
っ
た

・
マ
コ
モ
な
ど
の
水
生
植
物
が
激
減

・
五
湖
全
体
で
7
種
の
水
草
が
絶
滅

　

ま
た
は
絶
滅
が
危
惧

・
シ
ギ
類(

野
鳥)

の
飛
来
数
の
激
減

○
生
態
系
の
変
化

・
下
水
道
の
普
及(

未
接
続
世
帯)

・
家
庭
で
の
合
成
洗
剤
利
用
の
抑
制

・
シ
ジ
ミ
の
放
流
や
ヨ
シ
の
植
付
け

　

な
ど
の
浄
化
対
策

・
小
川
や
湖
へ
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
意

　

識
の
向
上

・
減
農
薬
、
低
化
学
肥
料
の
農
業
推
進

・
水
質
浄
化
活
動
や
清
掃
活
動
の
参

　

加
、
促
進

○
湖
を
守
る
た
め
に

　

１
９
７
１
年
、
イ
ラ
ン
の
カ
ス
ピ
海
湖
畔
の

町
ラ
ム
サ
ー
ル
で
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し

て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
」
に
関
す
る
条
約
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
水
鳥
や
絶
滅
危
惧
種
の
生

息
の
た
め
に
重
要
な
湿
地
な
ど
を
登
録
し
、
保

全
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
の
が
「
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
」
で
す
。
日
本
で
は
33
の
湿
地(

平

成
20
年
10
月
現
在)

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
っ
て
何
？

▽ 町民の自然環境に対する意識調査 △

（平成18年の環境基本計画策定にかかるアンケート調査より(283人））

Q 大切にしたい環境は?

Q 湖の水質はきれいだと思いますか?

0 20 40 60 80 100

93

72

32

18

17

13

12

4

1

2

2

9

8

（件）

①海･湖･川の水のきれいさ

②暮らしの安全性

③地域の清潔さ

④空気のさわやかさ

⑤地域の緑の豊かさ

⑥地下水のきれいさ

⑦町並みの美しさ

⑧地域の静かさ

⑨歴史との接しやすさ

⑩生物とのふれあい

⑪その他

⑫複数を選択

⑬無回答

あまりきれいだと思わない
56.9％

きたないと思う 24.0%

関心がない 5.7%

無回答 3.9%

きれいだと思う 9.5%

△三方五湖一斉清掃活動
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、10月19日から11月17日まで

の美浜発電所の状況等についてお知らせします。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
7
月
18
日
〜
）

　

11
月
8
日
に
原
子
炉
を
起
動
し
、

11
月
12
日
か
ら
調
整
運
転
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
国
の
最
終
検
査
が
12
月

上
旬
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

合
格
す
る
こ
と
で
本
格
運
転
が
再
開

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
設
備
全

般
の
点
検
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
震

に
対
す
る
強
度
を
よ
り
一
層
向
上
さ

せ
る
た
め
の
補
強
工
事
や
、
機
器
の

改
善
・
取
替
工
事
、
配
管
の
肉
厚
測

定
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�1
����S�²	Í�»�Ä


’
¿�
�ø�;

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
8
月
22
日
〜
）

　

第
23
回
定
期
検
査
中

（
平
成
20
年
9
月
1
日
〜
）


’
¿

���ø�;


’
¿

���ø�;

　

原
子
炉
を
冷
却
す
る
系
統
の
配

管
、
格
納
容
器
内
と
放
射
線
管
理
区

域
内
を
換
気
す
る
た
め
の
排
気
ダ
ク

ト
や
電
気
計
装
盤
な
ど
を
支
え
る
サ

ポ
ー
ト
部
材
を
追
加
し
た
り
大
型
の

も
の
に
交
換
す
る
な
ど
、
地
震
に
対

す
る
強
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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3
台
あ
る
加
圧
器
安
全
弁
を
今
後

の
保
守
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
外

国
製
か
ら
国
産
の
も
の
へ
取
替
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

加
圧
器
と
は
、
美
浜
発
電
所
と
同

じ
加
圧
水
型
軽
水
炉
特
有
の
設
備

で
、
一
次
系
統
内
の
圧
力
を
一
定
に
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蒸
気
発
生
器
3
台
の
う
ち
、
Ｃ

－

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
全
数
（
３
，

３
８
２
本
）
に
つ
い
て
、
傷
な
ど
が

な
い
か
検
査
が
行
わ
れ
、
異
常
が
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

蒸
気
発
生
器
は
、
原
則
と
し
て
隔

回
ご
と
に
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
他
の
2
台(

A
及
び
B

－

蒸
気
発
生
器)

に
つ
い
て
も
、
次
回

の
定
期
検
査
で
検
査
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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１
，１
１
７
箇
所
に
つ
い
て
配
管
の

肉
厚
測
定
検
査
等
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
基
準
の
厚
さ
を
下
回
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
配

管
の
取
替
計
画
に
基
づ
き
、
２
８
３

箇
所
に
つ
い
て
、
耐
食
性
に
優
れ
た

ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
の
新
し
い
配
管
に

取
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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11
月
12
日
に
、
山
口
町
長
が
関
西
電
力
㈱

美
浜
発
電
所
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
る
福
井

県
警
原
子
力
関
連
施
設
警
戒
隊
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

山
口
町
長
は
、
隊
員
ら
に「
24
時
間
絶
え

ず
皆
さ
ん
の
警
備
を
必
要
と
す
る
、
こ
こ
近

年
の
情
勢
に
つ
い
て
は
大
変
残
念
に
思
い
ま

す
が
、
発
電
所
の
安
全
を
守
る
皆
さ
ん
の
警

備
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
に
も
つ
な
が

り
、
と
て
も
心
強
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
体
調
管
理
に

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
発
電
所

の
安
全･

安
心
の
た
め
に
厳
重
な
警
備
を
お

願
い
し
ま
す
。」
と
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
で
は
、
警
察
と
海
上
保
安

庁
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
警
備
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

△隊員に激励の言葉をかける山口町長

保
つ
た
め
の
設
備
で
す
。
加
圧
器
安

全
弁
は
、
こ
の
加
圧
器
に
取
り
付
け

ら
れ
た
も
の
で
、
1
次
系
の
異
常
な

圧
力
上
昇
に
対
し
て
、
加
圧
器
逃
が

し
弁
で
減
圧
し
て
も
、
な
お
圧
力
が

上
昇
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
圧

力
を
逃
が
す
働
き
を
し
ま
す
。


